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1. はじめに
本稿は，旋律生成とそれに用いられる手法の内，モーフィ

ングに着目する．モーフィングとは異なる複数の楽曲の，
中間的な出力を連続して生成する手法である．モーフィン
グを行うことにより，データ入力者はある程度旋律的概形
をイメージでき，想定する出力の期待をすることが出来
る [1]．深層学習によるモーフィングを行う手法として変分
自己符号化器 (Variational Autoencoder)があり，VAEを
用いることにより，学習させたモデルの特徴量を操作する
ことにより様々な音楽的特徴を反映させた生成が可能であ
ることが示されている [2][3]．Adamらは小節間の音楽的
構造を考慮するすることにより，最大 32小節のモーフィ
ングを行わせた [2]．村田らは，旋律とコードのモーフィン
グを同時に行わせ，異なるコードを持つ旋律間のコードの
モーフィングをはかった [3]．ただし，それらは音楽的なド
メイン知識の学習が明示的でないため，入力者の音楽的意
図が反映されるとは限らない．補助ソフトウェアとして生
成モデルを用いる場合，この問題点は作曲者が目的とする
旋律の生成と乖離を生む．具体的には、作曲者は和声音と
非和声音の登場を暗黙的にコントロールしながら作曲を行
うが、従来のモデルではそのフローが反映されていないと
いえる。
音楽的なドメイン知識の一つとして，旋律とそのコード

との関係性が存在する．その関係性は聴取者にとって，旋
律の感じ方に作用する．本稿では条件付き変分自己符号化
器 (Conditional Variational Autoencoder)を用いて，モー
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フィング出力を行う手法についての検証を行う [4]．具体
的には，CVAE に用いる条件付け入力に，旋律から評価
されるコードに対しての評価値を与える．以後，その評価
値のことを協和性と呼称する．これにより，モデルの旋律
とコードの関係性の制御をはかる．データ入力者はその関
係性を制御することにより，旋律生成に自身の音楽的意図
の一部反映を行うことができる．提案手法では学習時には
CVAEに対し協和性と旋律を対応付け，旋律の復元を行わ
せるよう学習させ，生成時にデータ入力者が協和性を操作
し出力のコントロールを行う．

図 1: 提案手法全体のフロー

2. 協和性の評価手法
モデルの旋律とコードの関係性の評価として，そのコー

ドトーンに着目した手法をとる．評価を行うアルゴリズム
のフィルターはコードにより決定され，その際のコード
トーンに対して重みが高くなるように設定する (図 2)．協
和性は γ とし，(−1 ≤ γ ≤ 1)で定義される．それにより，
協和性の操作による生成結果に旋律がコードに則している
度合などの，直観的な音楽的ドメイン知識の反映をはかる．

3. 提案するCVAEモデル
提案モデルではエンコーダの層を時系列データの前方

Copyright     2022 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-489

2T-01

情報処理学会第84回全国大会



図 2: Cメジャーの際の協和性の計算方法

向，後方向の両方向を考慮するため Bidirectional LSTM

(BLSTM)にし，デコーダを一つ前あるいは，t次元前の出
力を考慮するため再帰的構造を持つ LSTMにした (図 3)．
また，実装は Robertsらの実装を参考にした [2]．

図 3: モデルの概要

4. 生成実験
データベースはWestern music lead sheetsを実験に用

いた [5]．簡単化のため三連符を含む旋律は除外し，16分
音符でクォンタイズを行った．１オクターブ分の音高情報
と休符情報，音の持続を表すホールドのフラグの 14次元，
時系列方向の 16次元で 14*16次元のワンホットベクトル
にデータの前処理を行った．トレーニングデータの総数は
33609個となった．LSTMの隠れ状態を 256次元，潜在空
間を 128次元とした．最適化手法は Adam (lr = 0.0005)

としその他パラメータは Kingmaらの手法に則る [6]．誤
差関数にはクロスエントロピーを用いた。バッチサイズは
64とし，5000 epochの学習を行った．
結果としてテストデータを入力として，条件付けである

協和度を変化させた際の出力を例示する．入力データの

コードは FM である．協和度を 0.3に設定を行うと，FM
のコードトーンである aに出力が遷移するような観察が得
られた (図 4a)(図 4b)．

(a) FM の入力データ例 (b) 協和度が 0.3 の出力
図 4: 入出力の例

5. おわりに
モデルの動作として，協和度に合わせた出力が例として

確認をすることができた．但し全体の出力の妥当性の評
価，聴取実験を交えた調査は必要である．また学習データ
の数から，各協和度においてのサンプル数の不足が見受け
られた．今後の方針として学習データの拡張及び増加を行
う必要がある．
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